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二度目の羊蹄山は道新山の家に泊まる事か ら始まった。予定では 、前のよう

に駐車場にテントを張るつ もりだったが、泊まれるかを聞くと、初めは断られ

たのだが、水をもらいに行 くと、同情を誘 ったのか、泊めてもらえる事になつ

た。 (ち ょうど、三月末で、ここの所長さんが交替で、歓送迎会をやっている

ところで、宿泊は断っていたらしいのだが・…・。私達までその宴によばれて、

食事はすませていったのに、ごちそ うになつて しまった。 )

朝、起きてみると、昨日されいに見えていた羊蹄山は、半分よりLは雲の中

でがっかり。これでは上までは無理だなと、私は内心早くもあさらめてしまっ

た。とにかく出発。駐車場のそばを通ると車が留めてあ り、テン ト泊の人もい

た。シールを着けた り、置いてゆく荷物をどこに置こうかなどとや つているう

ちに、その人達が先行す るが、途中でまた追い越す。ルー トは以前来た時の記

憶 どお りというかん じで トレースも残つてお り、赤布 も着いている。トラバー

ス して尾根を越 したところから前は尾根上を行つたと思 うが トレースは尾根の

横腹を トラバースぎみに登つて、下部大斜面を大きくジグをきって上つていく。

ここにも先行者がいて、私達はその トレースを使わせて もらう。 (日 曜日なの

で外にもパーテ ィが入つているだろ うとの読みが当たつた。 )1160m位 で休憩

を取 つた辺 りか ら風で、雪がとばされ凍った所が時々出てくるがスキーアイゼ

ンがきく程度なのでそのまま登るが 、1300m付 近か らアイゼンにはきかえた。

かな り傾斜もきつ くな り、ガスで見通 しも悪 く、風 もあったので、このまま登 っ

ても下 りにスキーを使 うのも恐いしというので、1700 nl付 近て弓|き 返す事にす

る。すぐスキーをはかず少 しア イゼンのまま尾根に近いほ うをお り、沢状になつ

た ところに柔 らかい雪が積 もっていたのでそこで スキーをつけた。少 し重たい

雪だが回転は じやすい。所所、かたいので緊張する。 下のほ うはもっと重く、

大斜面なので、大きくターンして しまう。大斜面が終わったところで休憩する。

そこから下は水 つぽい重い雪をほとんど直カ リで行 く。道新山の家によるとだ

れ もいないようで鍵がかかつていて今 日は泊まれそうもない。パ ッキングをし

ながら明日はどうしようかと相談する。結論はもう一日羊蹄山を比羅夫側から

アタックすることにな リバスで比羅夫登山口まで移動する。 (結果は次の日は

やはりお天気悪くあきらめた。 ) (■ 賤日)
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